
大柱 中柱
(1)「ともに生き、
支え合う社会」
の実現に向けた
意識の醸成

(2)地域福祉の
担い手の育成

横須賀市
団地活性サポー
ター制度

県住宅供給公
社、県立保健福
祉大学

市外から横須賀市内の県立保健福祉大学へ進学する学生自身が「サポーター」と
して同じ団地に住みながら活動を行い、大学での学習を踏まえ、年に数回、住民
を対象としたセミナーや高齢者の孤食を防ぐための食事会などの開催、自治会主
催の夏祭りへの参加など、団地コミュニティを活性化する一役を担っている。

(3)福祉専門人
材の確保・定着
対策の推進

小田原市
民生委員児童委
員のやってよ
かった運動

小田原市民生委
員児童委員協議
会

民生委員の名前は知っているが、やっている業務がわからないという意見が多く
あり、改選時には候補者の選定に苦慮している状況がある。改選にあたり推薦作
業の際に役立ててもらうため、各民生委員をやっていてよかったと思ったこと、
楽しかったこと等の意見をまとめた。

小田原市

民生委員児童委
員活動の実態把
握に関するアン
ケート調査

小田原市

地域福祉の担い手として民生委員児童委員に大きな期待が寄せられる一方、負担
が大きいなど様々な課題も指摘されている中で、民生委員児童委員の活動状況や
負担感、関係機関との連携状況等の実態を把握するため、アンケートを実施し
た。

平塚市 町内福祉村事業 地域住民

町内福祉村の拠点施設に相談窓口を開設し、軽度な生活支援等を必要とする場合
に福祉村ボランティアを派遣するとともに、公的な福祉サービスが必要な場合に
はそれぞれの専門機関につなげている。また、拠点では、地域の皆さんが気軽に
立ち寄れる「居場所」として、ふれあい交流活動を行っている。

平塚市
住民主体地域内
移送推進事業

住民
高齢者や障がい者など自力での移動が困難な人の外出機会及び社会参加機会の拡
大を図るため、地域住民が主体となって取り組む自主的な移送支援（道路運送法
に基づく登録等を要しない無償運送）を推進している。

小田原市
おでかけサポー
ト

片浦地区まちづ
くり委員会

高齢者の移動支援を目的として、事前利用登録をした地区住民を運転員（事前登
録）が自家用車又は社会福祉法人の車両を借り受け、利用者の自宅周辺から近隣
のスーパーまで送迎する。
身近な地区内での住民同士の助け合い活動。
・近年は、事情を抱えた方の活動者（ボランティア）としての受け入れや、拠点
を活用しての居場所づくり等の取組例が増えてきている。
・助け合い活動の支援対象は幅広く、包括支援センター等の専門職や市、市社協
などともつながりを持ちながら、精神疾患、発達障害などのある方、障害のある
子ども、片づけられない世帯等への支援にもかかわる。
上記の中で、地区ＶＣの拠点を活用した次のような活動が行われている。
・喫茶スペースのオープン：普段の活動日以外（日曜）を開けて、地域の様々な
人が立ち寄れる場になるような取組を始める。居場所であるとともに、かかわる
人が増えることを目指している。
・サロンのオープン：引きこもり等人の中に一人で出てくることが難しい人な
ど、支援者からのつながり等で地域参加の練習の場としても使えるよう、拠点を
月１回サロンとして開放。家族、お酒、孤独感などから離れる時間として活用し
ている人などがいる。
・地域のシェア本屋とのつながり：拠点の近くに新しくできた貸し本棚ショップ
の本棚を借りて、そこからつながりを作る取組に着手中。地区ＶＣとつながる
チャンネルを広げ、コラボの可能性なども含めて展開が期待される。

松田町
買い物支援事業
(買い物ツア-)

松田町社協
高齢者世帯を対象に、買い物支援、居場所づくりを目的として大型店舗まで送
迎。

横浜市
「ヨコ寄付」の
推進

横浜市社会福祉
協議会

寄付文化の醸成および地域共生コーディネートの推進として、下記の取組を実
施。
①寄付をこれまで以上に身近に感じてもらえるよう、活用内容や、効果、寄付方
法などを整理し、より分かりやすい仕組みづくりを推進する取組。
・ヨコ寄付の特設サイト（HP）の開設、ヨコ寄付Twitterアカウントを活用した広
報の実施、クレジットカード等での寄付窓口の常設　等
②各支援機関が把握しているニーズに合わせた支援方策の検討・実施を行うた
め、本会の持つネットワークを活かした企画・調整と、支援を通じた地域づくり
が効果的に進められる体制づくりを推進する取組。
・横浜信用金庫との連携、ＩＤＥＣ（公益法人横浜企業経営支援財団）との連
携、支援機関等との連携、大学との連携　等
③既存の制度では解決が解決できない困り事に対し、日常的な企業活動・団体活
動を生かして迅速かつ柔軟な対応を行う取組。取組にあたっては、市民・企業・
団体へ金銭寄付などの協力や参画を呼びかけを実施。
・児童養護施設等の退所時・退所後のアフターケア支援（児童福祉部会）、ひと
り親世帯の新一年生へのランドセル配分事業（横浜市母子寡婦福祉会・株式会社
イトーヨーカ堂）、ひとり親世帯の高校生への高等教育進学に向けた学習支援事
業（横浜市母子寡婦福祉会・横浜市シルバー人材センター・横浜信用金庫）、生
活困窮世帯の女子中高生へのプログラミング講座（横浜市男女共同参画推進協
会）、生理の貧困への取組み（横浜市男女共同参画推進協会・横浜FC シーガル
ズ）等

鎌倉市 難民支援の活動 NPO法人
迫害から逃れて来日した難民に「シェルター」「学びの機会」「交流の場」を提
供。

(2)バリアフリー
の街づくりの推
進
(3)災害時にお
ける福祉的支援
の充実

取組概要

１
　
ひ
と
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く
り

茅ヶ崎市
地区ボランティ
アセンターの取
組

地区社協

２
　
地
域

（
ま
ち

）
づ
く
り

市町村・市町村社協等における取組事例
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和４年７月現在）

(1)地域における
支え合いの推進

該当施策
市町村名

取組名
（事業名）

取組主体
（事業主体）

参考資料④



大柱 中柱
取組概要

該当施策
市町村名

取組名
（事業名）

取組主体
（事業主体）

藤沢市
コミュニティー
ソーシャルワー
カー（CSW）

藤沢市（藤沢市
社協に委託）

市内日常生活圏域（13地区）に配置。地域の総合的な相談のコーディネート及び
ネットワーク構築を担う。

逗子市
重層的支援体制
整備事業

逗子市

・多機関による包括的な支援体制の構築。
・住民に身近な地域において、地域生活課題の解決を試みることができる環境整
備。

箱根町

地域の相談ス
テーション
「もっともっ
と」（福祉総合
相談事業）

箱根町社協

町内を5地区に分けそれぞれ社協職員を担当職員として配置し、幅広い相談対応、
継続的、伴走的支援を行い、個別の課題の抽出から地域の課題をとらえ、生活支
援コーディネーター他社協事業と連携し地域福祉活動への転換の活動を行う。

箱根町

「地域のことを
話し合う会」
（生活支援コー
ディネーター事
業）

箱根町社協

上記の地区担当と連携し、町内5地区において、困りごとに限らず地域のことを話
し合う中で、住民の地域福祉における問題をともに考え、自分たちの問題である
ことをともに理解し、併せて解決のための地域福祉活動を検討、実施していく取
組。

大和市

若年性認知症本
人・家族の会
「わすれな草の
会」の組織化と
活動支援

市・市社協・地
域包括支援セン
ター

定例の本人・家族ミーティングと参加者のニーズに合わせた自主活動の実施。当
事者会として設立。支援組織として、行政（人生100年推進課）、市社協（ボラン
ティア振興課）、地域包括支援センター（認知症地域支援推進員）が協働し支
援。

藤沢市 地域の縁側

民間団体（市が
補助金交付、市
社協が活動支
援）

身近な地域で気軽に立ち寄り、相談・交流ができる居場所。市内38か所（2022年4
月時点）設置。

秦野市
地域における
「朝市」

自治会・地区社
協

当地域は、高齢者が非常に多く住む団地である。自治会・地区社協が主体となり
団地住民向けに生鮮野菜などを販売する朝市を毎週開催。地域の学生もボラン
ティアで参加している。

相模原市
子ども健やか育
成事業

市民福祉活動団
体

特定目的基金「子ども健やか育成基金」を財源に子どもの居場所づくり等に取り
組む市民福祉活動単体への助成金交付と寄付循環の仕組み。

平塚市
子ども・子育て
支援ネットワー
ク

平塚市・平塚市
社協・福祉団体
等

平塚市が子育てしやすいまちとなるよう、子育て支援者同士のネットワークで子
育て世代を応援する。

秦野市
多世代交流ひろ
ば　みんなのて

鶴巻地区すんで
よかったまちづ
くり協議会

鶴巻地区すんでよかったまちづくり協議会を中心に居場所づくり事業として、高
齢者サロン、市より委託を受け子育て支援センター事業、生活困窮世帯へのみん
なの食堂等の事業に取り組んでいる。

大磯町
地域センターま
んてん事業

大磯町社会福祉
協議会

子育て世代からシニア世代までの多世代が集える拠点として多くの町民に利用し
ていただいており、地域福祉活動の推進を図っている。こども食堂の運営を兼ね
ている。

二宮町 地域の通いの場
地区社協部会・
自治会・町内会
等

町内18か所で介護予防や居場所づくりを目的に、各会場で月2～4回程度、体操や
各種講座等を行う地域の通いの場を実施。

横須賀市
エンディングプ
ラン・サポート
事業

横須賀市
一人暮らしで身寄りがなく、生活にもゆとりのない人を対象に、市が間に入って
葬儀・納骨の生前契約を進め、契約後は見守りをしながら、最後は葬儀・納骨に
立ち会って本人の意思の実現を図る。

横須賀市

終活情報登録伝
達事業（「わた
しの終活登
録」）

横須賀市

緊急連絡先やかかりつけ医情報、お墓の場所などの個人の情報を市に登録しても
らい、警察や病院、消防、福祉事務所および本人の指定者から問い合わせがあっ
たときに、本人に代わって市が当該情報を開示する。

足柄上
あしがら成年後
見センター

南足柄市社協
足柄上地区1市5町で広域的に中核機関を設置。5町社協も1次相談窓口としての機
能を有する。

座間市
居住者支援協議
会

座間市、地域
住まい探しにお困りの方及び住宅を貸し出している方への情報提供や円滑な入居
に必要なことを話し合うことで、豊かで住みやすい地域づくりに貢献することを
目的としている。

座間市
生活困窮者自立
支援事業

座間市

生活困窮者自立支援制度助言弁護士」の配置、「アウトリーチ支援」（委託）の
実施の他、任意事業として「就労準備支援事業」「家計改善支援事業」「一時生
活支援事業／地域居住支援事業」「生活困窮世帯の子どもの学習・生活支援事
業」を実施している。今年6月からはひきこもりサポート事業として「居場所づく
り」を実施。

大和市

「もったいない
からありがと
う」と食料並び
に生活用品支援
活動

大和市社協

市社協における善意銀行の取組として、住民や企業等から提供された食料や生活
用品をもとに、生活困窮者への支援活動を実施。また、家財用品や生活用品の寄
附を介護支援専門員や地域包括支援センター等に情報提供し提供。

綾瀬市
フードリンクあ
やせ

こども食堂運営
団体・綾瀬市・
綾瀬市社協・ボ
ランティア団
体・事業所・
NPO・地域住民
等

生活困窮世帯を対象に食品、日用品、衣料などを提供。実施にあたっては、フー
ドドライブを実施。市民からも食品等の寄付をいただいている。運営は、こども
食堂運営団体、市、ボランティア団体、市社協協働で行っている。

愛川町

・フードバンク
運営事業
・小学校新１年
生入学服衣類バ
ンク事業

愛川町社協

　フードバンク事業については、個人及び団体等から寄託された食品等を生活困
窮世帯等へ提供し、生活再建に向けた自立支援及び地域住民の福祉向上に資する
ことを目的に実施している。また、衣類バンク事業は、個人及び団体等から寄託
された小学生の入学服を必要とする世帯等へ提供し、生活自立支援及び地域住民
の福祉向上に資すること目的に令和３年度に試行的実施をした。

藤沢市 食料支援
フードバンクふ
じさわ

ひとり親世帯、一人暮らし大学生を対象に、事前申しこみにて、４回／一か月の
食料支援を実施。

横須賀市
子ども食堂・地
域食堂

地区社協、ＮＰ
О法人、有志

親子や地域住民向けに無料又は安価で栄養のある食事や温かな団欒の場を提供す
る取組が横須賀市内でも進み、「よこすか三浦子ども食堂・地域食堂ネットワー
ク」が結成され、また、市民や企業から食材等の寄付先についての相談が寄せら
れることもある。

藤沢市
あすなろフレン
ドシップ就学支
援制度

アズビル山武財
団、藤沢市、藤
沢市社協

市内在住の児童扶養手当全額支給世帯を対象に、中学入学（3万円）、高校入学
（5万円）を支給。

愛川町
春日台センター
センターの開設

社会福祉法人愛
川舜寿会

小規模多機能居宅介護やグループホーム、放課後等デイサービスに加え、コイン
ランドリーや学習支援スペース等を集約した地域共生文化拠点を整備。

愛川町
「愛川の底力住
民委員会」の設
置

愛川町社協
　地域福祉計画・地域福祉活動計画策定の際にワークショップに参加いただいた
方が主体となり、策定後も地域福祉について自由な意見交換ができる場として設
置。現在まで様々な地域課題の把握及び課題解決に向けた実践を行っている。

その他

(2)尊厳を支え、
守り、いきいきと
した暮らしを支
援する取組の充
実

(1)適切な支援
へのつなぎ
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み
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(3)生活困窮者
等の自立支援



神奈川県立保健福祉大学の学生の皆様へ

神奈川県住宅供給公社

浦賀団地活性サポーター募集のご案内

「学生生活･･･ はじめての一人暮らし･･･ どんなお部屋に住もうかな？」

そんなあなたに提案したい、団地活性サポーター制度！

団地に住みながら、大学の仲間や団地自治会と一緒に地域貢献することを目的として、

県立保健福祉大学と神奈川県住宅供給公社の連携協定により生まれた制度です。

たくさんの仲間と様々なイベントを通して、大切な４年間を一生の想い出にしよう！！

学生単身入居（ｼｪｱﾊｳｽではありません）
※ご契約名義はご親族となります。資格要件あり。

～団地に住んで地域貢献

団地コミュニティを盛り上げる～

【お問い合わせ先】

神奈川県住宅供給公社 賃貸事業部 運営管理課 担当 ： 矢田（ヤタ）

ＴＥＬ 045-651-1864（平日９時～１７時）

神奈川県住宅供給公社

神奈川県立保健福祉大学



募集概要

神奈川県住宅供給公社の『浦賀団地』は、県立大学駅から約１０分の「浦賀駅」から徒歩５分。

この団地では、住民の高齢化が進み、地域活力やコミュニティ機能の低下が問題になりつつあります。

そのような中、２０１６年４月に神奈川県住宅供給公社と神奈川県立保健福祉大学にて連携協定を締結。

県大生が浦賀団地に入居し、「団地活性サポーター」として地域コミュニティをサポートしていくという

取組みがスタートしました。

２０１８年にはサポーター自らが立ち上げた大学公認サークル「ＵＤＫＳ（浦賀団地活性サポーター）」が発足。

２０２０年８月現在、約２０名の県大生が入居者として、サポーターとして、イベントの企画や運営に精力的

に活動しています。

浦賀団地活性サポーターとは？

【お問い合わせ先】

神奈川県住宅供給公社 賃貸事業部 運営管理課 担当 ： 矢田（ヤタ）
ＴＥＬ 045-651-1864（平日９時～１７時）

募集人数 ： ５名程度（１戸につき１名の入居、兄弟姉妹の同居可）

居住場所 ： 横須賀市浦上台2-27 浦賀団地 （京浜急行「浦賀」駅から徒歩５分）

家賃等 ： 家賃 ２１，４５０ 円～２２，３５０ 円 （通常家賃の半額）

敷金 本来家賃の1ヶ月分 （通常は本来家賃の3ヶ月分）

共益費 3,200円／月 自治会費 400円／月（初回のみ別途入会金1,000円）

入居条件 ： ①４階・５階の住戸に限る（エレベータ無し）

:②県大生で組織するサークル「ＵＤＫＳ（浦賀団地活性サポーター）」ならびに浦賀団地

自治会に加入し、地域コミュニティの活性化に資する活動の企画や運営に取り組むこと。

:③契約名義人は父母など、親族で安定した収入のある方にお願いします。

※収入基準があります。

入居資格 ： 神奈川県立保健福祉大学（学部）に在籍していること。

※兄弟姉妹が同居する場合は、同居する方も同大学（学部）に在籍していること。

全戸南向き

３８㎡の２ＤＫ

サポーター向けに内装をリフォーム
参考写真：カーテン、ソファ、テーブル

などの調度品は付いていません。



食
と
職
、
海
老
名
笑
顔
化
計
画

〜
障
が
い
も
、
企
業
も
、
高
齢
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
、
子
供
も
、
そ
し
て
地
域
も
。
〜

　

（
福
）
星
谷
会
の
海
老
名
市
障
害
者
第
二

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・
か
っ
ぱ
堂
で

は
、
海
老
名
市
社
協
や
企
業
と
と
も
に
「
食

と
職
、
海
老
名
笑
顔
化
計
画
」
の
取
り
組

み
を
始
め
ま
し
た
。

　

か
っ
ぱ
堂
は
生
活
介
護
・
就
労
継
続
支

援
Ｂ
型
の
多
機
能
事
業
所
で
、
知
的
障
害

や
精
神
障
害
の
あ
る
方
な
ど
計
40
名
の
方

が
通
所
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
工
賃
が
減
少

　

海
老
名
市
社
協
に
は
、
障
害
者
の
〝
働

く
〞
を
支
援
す
る
共
同
受
注
窓
口
が
あ
り

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
業
務
の
受
注
が
減
る

中
、
障
害
者
が
取
り
組
め
る
仕
事
を
探
し

て
い
た
と
こ
ろ
、
市
内
の
（
株
）
新
公
建

設
に
巡
り
合
っ
た
こ
と
が
取
り
組
み
の

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
社
は
、
こ
れ
ま
で
も
社
会
貢
献
の
一

環
と
し
て
畑
で
収
穫
し
た
野
菜
を
子
ど
も

食
堂
に
提
供
す
る
と
い
う
活
動
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
も
関
心
を
寄
せ

る
中
で
、
更
な
る
社
会
貢
献
に
つ
な
が
る

取
り
組
み
を
模
索
し
て
い
ま
し
た
。

　

一
方
、
か
っ
ぱ
堂
で
も
、
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
で
受
注
作
業
が
減
少
し
、
工
賃
が
得

ら
れ
る
仕
事
が
な
い
か
、
ま
た
地
域
の
住

民
と
つ
な
が
る
機
会
を
模
索
し
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
か
っ
ぱ
堂
、
市
社
協
、
新

公
建
設
が
集
ま
り
、
話
し
合
い
を
重
ね
た

結
果
、
か
っ
ぱ
堂
で
以
前
か
ら
地
域
の
方

に
お
借
り
し
て
い
る
農
地
を
活
用
し
、
地

域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
活
用
し
な
が
ら
農
作

物
の
生
産
販
売
に
つ
な
げ
る
計
画
を
立
て

ま
し
た
。

　

新
公
建
設
か
ら
は
利
用
者
さ
ん
の
工
賃

向
上
と
事
業
継
続
が
で
き
る
よ
う
、
出
資

と
い
う
形
で
資
金
援
助
が
得
ら
れ
、
ま
た

畑
に
こ
の
計
画
の
看
板
の
作
成
・
設
置
も

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
た
な
仕
事
を
す
る
に
は
支
援

す
る
人
手
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、
市
社

協
の
地
域
の
担
い
手
養
成
事
業
の
修
了
生

で
も
あ
る
野
菜
作
り
経
験
が
あ
る
方
が
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
土
作
り
か
ら
作
付
け
、

肥
料
、
野
菜
の
栽
培
、
収
穫
等
、
畑
作
業

全
般
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

野
菜
作
り
を
通
し
て
の
ふ
れ
あ
い

　

畑
で
は
四
季
折
々
の
旬
で
様
々
な
野
菜

を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
収
穫
は
か
っ
ぱ
堂

の
利
用
者
も
行
い
ま
す
。
収
穫
し
た
野
菜

は
市
内
の
子
ど
も
食
堂
に
無
償
提
供
す
る

ほ
か
、
市
内
ス
ー
パ
ー
や
事
業
所
前
の
無

人
販
売
で
販
売
し
て
お
り
、
地
域
の
皆
さ

ん
に
も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
無
人
販
売
の
料
金
箱
に
、
封
筒

で
地
域
の
方
か
ら
野
菜
代
金
と
と
も
に
便

箋
で
「
応
援
し
て
い
ま
す
」
の
匿
名
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。
無
人
販
売

の
特
性
上
、
直
接
声
を
頂
く
事
は
少
な
い

で
す
が
、
声
以
上
に
嬉
し
さ
を
頂
き
ま
し

た
。さ

ら
に
広
が
る
地
域
と
の
つ
な
が
り

　

こ
の
取
り
組
み
は
工
賃
が
増
え
る
だ
け

で
な
く
、
野
菜
作
り
を
通
し
て
地
域
の
方

と
の
様
々
な
接
点
が
出
来
た
こ
と
の
意
義

が
と
て
も
大
き
い
と
言
い
ま
す
。

　

開
所
し
て
34
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
地

域
の
皆
さ
ん
は
、
か
っ
ぱ
堂
の
存
在
は

知
っ
て
い
て
も
接
点
が
な
く
「
何
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
な
の
か
よ
く
分
か
ら
な
か
っ

た
」
と
の
声
が
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。
そ

こ
で
更
な
る
地
域
貢
献
に
向
け
、
か
っ
ぱ

堂
で
は
地
域
の
自
治
会
に
加
入
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
自
治
会
活
動
を
通
し
、
地
域

住
民
の
皆
さ
ん
へ
の
活
動
場
所
の
提
供
や

交
流
な
ど
も
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

か
っ
ぱ
堂
管
理
者
の
星
伸
一
さ
ん
は
、

「
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
て
も
、
出
来
な
い
事
よ

り
今
、
何
が
出
来
る
か
を
考
え
、
今
回
、

多
角
的
な
業
種
の
皆
さ
ん
と
一
つ
の
形
を

作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
更
な
る
拡
充

と
地
域
貢
献
に
向
け
て
こ
れ
か
ら
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
」
と
言
い

ま
す
。

　

ま
た
、
星
谷
会
理
事
長
の
河
原
雄
一
さ

ん
は
語
り
ま
す
。「
人
と
人
と
の
出
会
い
か

ら
更
な
る
活
動
が
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
社
会
福
祉
法
人
と
し
て
の
使
命
を

自
覚
し
、
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
」

　

更
な
る
「
笑
顔
化
計
画
」
に
つ
な
が
り

そ
う
で
す
。 

（
企
画
課
）

左から かっ ぱ堂： 星さ ん、 市社協： 本田さ ん、 新公建設： 村上さ ん、
𡈽田さ ん

この取り 組みは動画でも 紹介さ れています。 動画はコチラ→
http s://yo u tu .b e/7 uF9 M G TgN S0 /
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https://youtu.be/7uF9MGTgNS0/

